
 

 

 

 

「たくましい人になるために」  ～平成２９年度入学始業式式辞より（抜粋）～  

勝山 幸則 

平成２９年度がスタートしました。本年度もご協力よろしくお願いいたします。  

 新しい自分を創るために、中学校生活で大事にしてほしいことをお話します。 

それは、「毎日を記念日」にしてほしいということです。「記念日？」と、不思議に思う人もいるか

もしれませが、例えば今日、家に帰った皆さんはきっと「中学校生活初日、緊張したけれど、自分と

しては精一杯できた。いい中学校生活をスタートできたな。」と感じると思います。その時は、今日

を「中学校生活スタート記念日」とするということです。 

この他にも、友達や先生から「やさしい心の持ち主ですね」と褒められたら、その日を「優しさ記

念日」にしたり、英語の授業で「君の発音は素晴らしいですね」と、褒められた時は、「発音記念日」

にしたりすることです。 

このように、生活の中で達成できたり、感動したり、納得したりしたことを記念日にし、皆さん一

人ひとりの「心のカレンダー」に書き込んでほしいと思います。 

今日から始まる常盤中学校の生活、皆さんは様々な経験を積んでいくことになります。嬉しいこと、

辛いことなどいろいろなことがあることでしょう。その時は、嬉しかったことや頑張れたことを集め

て、三年間で心のカレンダーを一杯にできることを期待しています。 

続いて、２・３年生の皆さん進級おめでとうございます。今日から３４５名※の常盤中学校、平成

２９年度の一学期が始まります。一学期は、入学と進級を機に新しい仲間を迎え、この一年間の目標

を決める時です。皆さんは、学校目標「たくましい人になる」を目指して、努力を重ね、今日まで成

長し続けてきています。さらに、その努力が実を結ぶための、目標が持てるために話しをします。 

それは、人を大事にするということです。先日ある新聞に、この 3 月に長野市の中学校を卒業した

先輩が投稿した記事が掲載されました。その中に「中学校３年間振り返るとたくさんのことがあった

なと思います。よく考えているうちに、『あの人がいなかったら、今の自分はない』という意味がわ

かった気がします。２、３年生では、先輩という立場で進めていかなければならないことが増えまし

た。何度か悩むこともあったけど、それを乗り越えてきたから少し強くなった自分がいます。それは、

決して自分の力ではなく、みんなの支えがあっての今なんだと実感しています。」と書かれていまし

た。困っているあなたに、仲間がかけてくれた言葉がどれだけ温かく、うれしく感じたことでしょう。

また、あなたが、仲間にかけた言葉で、どれだけの仲間を救ってくれていることでしょう。皆さん、

一人ひとりは感じ方も、考え方も、生い立ちも異なっています。だからこそ、その人の素晴らしさを

感じながら、一緒に歩んでいってほしいと思います。 

さて、本年度は、常盤中学校創立７０周年を迎えます。９月に予定されている常盤祭に併せて、記

念式典を挙行する予定です。本校を巣立った、１２，５６３名の先輩たちが育ててきた常盤中学校の

「今」と「未来」を、全校で考えていく年となります。そのためにも、皆さん一人ひとりが、常盤中

学校の生徒として、胸を張って学校生活を送ることを期待しています。 

※5 月 1 日現在 1 名転出したため３４４名です。 
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○平成 29年度 常盤中学校グランドデザインを紹介します 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○今年度 着任した先生方です。よろしくお願いいたします 

教職員 前任校 担当 教科 

桑原 清 
麻績村筑北村学校組合立 

筑北中学校 
2 年 4 組担任・生徒指導主事 

副教務主任 
保健体育 

宮下 正満 須坂市立墨坂中学校 1 学年副担任 数学 

山田 千秋 山ノ内町立山ノ内中学校 1 年１組担任 家庭 

宮澤 理恵 ― 不登校支援 ― 

岡沢 德子 須坂市立墨坂中学校 教員補助員 ― 

ブライアン・バートン ― ALT ― 

 

・

・

・
・

・

板書計画を見合い，互いの授業計画から学ぶ○

年間行事計画や日課表，校内組織の見直し

・指導内容･指導方法・授業展開・副教
材・家庭学習の方法の見直し

・

・

道徳・人権教育や校長講話等で生徒の学びや育ちを学級・
学年・学校だよりで発信

○

地域の自然環境やひと，行事を通して絆を
深めるボランティア活動や連携事業

12月に｢授業評価アンケート｣実施・

生徒が主体的に学ぶために，学習問題･学習課題の提
示と自らの学びを振り返る学習場面の工夫
(板書計画を通して追求)

須坂支援学校や東部児童センター，泉保育園，市内中学校
生徒会交流を通して地域と絆を深める

○

結（ゆい）　～70周年　心がつながり合う学校～
具体目標　①心を通わせる挨拶　②心を磨く清掃
　　　　　③心に響く合唱　④心がふれあう交流

9月に生徒･保護者の｢学校自己評価アンケート｣実
施

6月と11月に｢いじめアンケート｣実施

5月と10月に「ＱＵ調査」実施

明るいあいさつをし，合唱・清掃・校友
会活動に一生懸命取り組む生徒。

周りの状況や相手の立場について客観的
に考え，行動する力が弱い。

教師の指示に対して素直に受け止め，
まじめに取り組むことができる。自ら
計画しその実現に向けて主体的に活動
使用とする力が育ちつつある。

主体的に地域･社会，ひとと関
わるキャリア教育を観点とした
総合的な学習の充実

年間を通した学級・学年・全校の
合唱づくり

スポーツの楽しさと経験を第一とした
組織とスポーツ大会

開かれた学校作り（信州型ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ）

◇ 経年評価の継続と成長点と課題の明確化

生徒による自己評価と授業評価

全国学力学習状況調査(3年)･総合学力調査などの実
施と分析

○ 基本的な生活習慣の確立

家庭学習の充実

○

○ 人間関係づくりを育む学級活動，学校行事と総合的な学習
の時間の工夫と実施

「SNS常中ルール」の振り返りを通して，自らの情報モラ
ルと人権感覚を高め，健康的な生活を送るための講演会や
学習の実施

伝統を引き継ぎ，感謝の思いを込
めた自分と向き合う黙々清掃

生徒の思考力･判断力･表現力を高
める言語活動の充実

健康な心身を育てる健康教育

思考力･判断力･表現力を高める言語活動の充実のた
めの指導方法と場面の工夫

○

○

心
身
の
健
康

○

校
友
会
活
動

ＩＣＴを活用した授業の工夫

○

歌で始まり，歌で終わる学級の時間

主体的に運動に関わり，運動の楽しさを体験できる組織づ
くりと各種スポーツ大会の開催

黙想で始まり，黙々と自分と分担場所に向かい合いながら
取り組む清掃

11月と2月に学校評議員による授業参観と学校自
己評価アンケートの結果から評価

人間関係を形成する力を育て，一人一人の
居場所と役割のある学級づくり

時間に始まり，時間に終わる授業

○

○

○

重点目標を中心に，各項目の評価の基準
を明確にした，評価を実施

新体力テストと生活習慣アンケート（食育の視点含）

・

・ICTを活用した教育の改善

評価結果(データ分析，自由記述等)と具体的
な改善の方向(取り組み等)の公表

・

Check

Do

○

○

○

○

道
徳
･
人
権
教
育

学力検査の結果分析

○

学
力
向
上

○ 本年度の目標と重点活動の見直し･改善

○

○

○

・

・
信州型コミュニティスクールの学習ボラン
ティアを中心とした地域の方との心の交流

自らの学びを振り返る場面の工夫

・
体験・参加型学習を重視した学校行事

・

人権教育・道徳の充実・ ・

本年度の目標とそれを達成させるための重点活動

心身の健康とたくましい力の育成

わかる授業と家庭学習の充実

豊かな人間性の育成 確かな学力向上

保護者･地域の願い
自分から問いを発し，考
え，追究・解決したことを
自分の言葉で語る事ができ
る生徒。

Plan

・ 地域に学び，地域で育つ生徒

地域と結びついた学校づくり

4 歌声の響く学校づくり

5

・

3 ・ 自他ともに大切にし，感謝
と感動の思いのある生徒

心身ともに健康で，何事に
も向かっていけるたくまし
い力のある生徒

1 自ら学び共に高め合う集団に 　自ら「感じ」「考え」
「解決する」ことができる
「たくましい」生徒

・

自他を尊び，共に歩もう

2 互いに心を開き温かい人間
関係づくりを ・

課題をもって取り組もう

(鎌田山広場，カモシカ広場)

学校運営の基本方針 めざす生徒の姿 生徒の実態

○

・

授業と家庭学習の連動

切磋琢磨 「たくましい人になる」 ・ 小・中・高校，市立図書館，市民体育
館が隣接する文教地区○

恵まれた自然環境自主高潔

本校の伝統・理念

体験を通して自らに問い，
たくましい心と体を培う

真の学力を育てる

学校目標

○ ねばり強くやりとげよう

いじめ・体罰のない明るく楽しい学校

次年度の目標と重点活動の設定

・

Action

・

学校を取り巻く環境

・

学力向上

学力

向上

学力

向上

学力向上

学力向上

学力

向上

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
常
盤
中
学
校
が
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
か
、
そ

の
た
め
に
我
々
教
職
員
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

信
州
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
「
常
中
子
ど
も
応
援
団
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
々
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


